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1.  平成23年2月期第2四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年8月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第2四半期 6,532 △0.9 38 △85.6 △13 ― △28 ―

22年2月期第2四半期 6,590 ― 266 ― 204 ― 194 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第2四半期 △1.99 ―

22年2月期第2四半期 13.52 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第2四半期 13,947 2,505 17.4 168.46
22年2月期 13,500 2,568 18.4 172.76

（参考） 自己資本   23年2月期第2四半期  2,424百万円 22年2月期  2,486百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 0.00 ― 2.50 2.50

23年2月期 ― 0.00

23年2月期 
（予想）

― 2.50 2.50

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,100 7.0 160 △11.6 30 △56.7 0 △100.0 0.00



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、四半期決算短信（添付資料）P.３「連結業績予想に関する定性的情
報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期2Q 14,408,400株 22年2月期  14,408,400株

② 期末自己株式数 23年2月期2Q  15,966株 22年2月期  13,959株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期2Q 14,393,299株 22年2月期2Q 14,394,934株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1)連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年８月31日まで）におけるわが国経

済は、新興国の経済成長や政府の消費刺激策を受けて、一部の業種において企業業績や設備投資

の改善傾向が見られたものの、欧州諸国の財政危機や米国の景気後退懸念による急激な円高の進

行に加え、依然として解消されないデフレ基調により、収益環境や雇用環境を改善するまでには

至っておらず、先行きの不透明感を払拭できない状況でありました。 

当社グループの事業分野であります建設業界におきましては、企業業績の低迷と先行きの警戒

感を背景とする民間設備投資の抑制や政府が打ち出す公共投資の縮減が需要規模の縮小と受注競

争の激化を招き、経営環境が一段と悪化いたしました。 

当社グループの主力事業でありますコンクリート二次製品事業のうちコンクリートパイル部門

につきましては、官需・民需双方の規模縮小が競合メーカーとの品質面、価格面における受注競

争に一層拍車をかけ、事業環境が一段と悪化いたしました。 

また、第２の柱でありますコンクリートセグメント事業につきましては、需要の大半を占める

公共事業、特に大型プロジェクトの縮減により、競合メーカーとの受注競争が激しさを増し、依

然として厳しい事業環境でありました。 

このような環境下で当社グループは、今年度を初年度とする「中期３ヵ年経営計画」に即し、

販売シェアの拡大、製造・施工原価の低減と販売費および一般管理費の削減によるコスト競争力

強化に努めてまいりましたが、受注競争激化による受注価格の下落により、当第２四半期連結累

計期間の売上高は6,532百万円（前年同四半期比0.9％減）、営業利益は38百万円（前年同四半期

比85.6％減）、経常損失は13百万円（前年同四半期は204百万円の経常利益）となりました。ま

た、四半期純損失は28百万円（前年同四半期は194百万円の純利益）となりました。 

 

事業の種類別セグメントの状況は、次のとおりであります。 

 

①コンクリート二次製品事業 

コンクリート二次製品事業の主力部門でありますコンクリートパイル部門につきましては、企

業業績の低迷による設備投資意欲の減退と公共事業の減少による需要規模の縮小が競合メーカー

との品質面・価格面の競争を一段と激化させ、かつてないほどの厳しい事業環境で推移いたしま

した。 

このような環境下で当社グループは、受注量の確保に重点をおいた営業展開と製造原価低減に

よる競争力強化に努めてまいりましたが、受注価格の下落により、当第２四半期連結累計期間の

売上高は3,412百万円（前年同四半期比7.8%増）、営業利益は118百万円（前年同四半期比39.8%

減）となりました。 

②コンクリートセグメント事業 

コンクリートセグメント事業につきましては、公共事業、特に大型プロジェクトの縮減による

需要規模縮小が受注競争を一段と激化させ、依然として厳しい事業環境でありました。 

当社グループは競争力強化のため更なる製造原価低減に努めましたが、当第２四半期連結累計

期間の売上高は1,212百万円（前年同四半期比20.5%減）、営業利益は45百万円（前年同四半期比

49.4%減）となりました。 

③工事事業 

工事事業につきましては、コンクリートパイルの需要規模縮小に伴い、大変厳しい事業環境で

推移いたしました。 

このような環境下で当社グループは、市場ニーズに柔軟に対応できる効率的施工体制の確立と

施工原価低減に努めてまいりましたが、受注競争激化に伴う受注価格の下落により,当第２四半

期連結累計期間の売上高は1,811百万円（前年同四半期比0.6%増）、営業利益は60百万円（前年

同四半期比73.8%減）となりました。 
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④その他事業 

不動産賃貸部門を主体とするその他事業につきましては、第２四半期連結累計期間の売上高は

96百万円（前年同四半期比3.1％減）、営業利益は70百万円（前年同四半期比25.2％増）となり

ました。 

 

 (2)連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて、446百万円増加

して13,947百万円となりました。これは主に現金及び預金、受取手形及び売掛金が増加したこと

等によるものであります。 

負債は、前連結会計年度末に比べて、509百万円増加して11,441百万円となりました。これは

主に支払手形及び買掛金、リース債務が増加したこと等によるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べて62百万円減少して2,505百万円となりました。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて、

353百万円増加して1,748百万円となりました。 

各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりです。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、705百万円の増加となりました。 

収入の主な内訳は、仕入債務の増加額550百万円、たな卸資産の減少額234百万円及び減価償却

費282百万円であり、支出の主な内訳は売上債権の増加額314百万円及び税金等調整前四半期純損

失23百万円であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、342百万円の減少となりました。 

これは、主に有形固定資産の取得による支出338百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、10百万円の減少となりました。 

これは、長期借入れによる収入900百万円及びセール・アンド・リースバックによる収入149百

万円、長期借入金の返済による支出975百万円、リース債務の返済による支出40百万円によるも

のであります。 

 

 (3)連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年２月期の業績予想につきましては、平成22年４月16日の決算発表時に公表いたしまし

た業績予想に変更はありません。 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

 棚卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計

年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。また、
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棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額

を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該実効税

率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は法人税、住民税及び事業税に含めて

表示しております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 表示方法の変更 

 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第２四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「短期借入れによる収入」及

び「短期借入金の返済による支出」は、ＸＢＲＬ導入に伴い財務諸表の比較可能性を向上さ

せるため、前第３四半期連結累計期間より「短期借入金の純増減額（△は減少）」と表示し

ております。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,779,112 1,426,092

受取手形及び売掛金 2,924,478 2,611,148

商品及び製品 592,490 738,284

原材料及び貯蔵品 174,239 193,050

未成工事支出金 125,490 195,312

その他 259,473 198,389

貸倒引当金 △9,008 △7,899

流動資産合計 5,846,276 5,354,378

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,605,910 1,743,752

土地 4,771,873 4,779,946

その他（純額） 792,020 696,638

有形固定資産合計 7,169,805 7,220,337

無形固定資産 65,934 65,824

投資その他の資産   

投資有価証券 146,522 148,895

その他 726,702 727,992

貸倒引当金 △8,039 △16,772

投資その他の資産合計 865,184 860,115

固定資産合計 8,100,924 8,146,276

資産合計 13,947,200 13,500,654

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,833,562 3,282,961

短期借入金 2,869,622 2,377,969

未払法人税等 18,783 26,677

その他 405,284 578,755

流動負債合計 7,127,252 6,266,363

固定負債   

長期借入金 3,707,981 4,281,950

退職給付引当金 148,820 147,904

役員退職慰労引当金 106,523 96,713

その他 350,959 139,489

固定負債合計 4,314,284 4,666,056

負債合計 11,441,536 10,932,420
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 720,420 720,420

資本剰余金 589,841 589,841

利益剰余金 1,116,519 1,181,191

自己株式 △3,804 △3,640

株主資本合計 2,422,976 2,487,811

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,513 △1,047

評価・換算差額等合計 1,513 △1,047

少数株主持分 81,174 81,470

純資産合計 2,505,664 2,568,234

負債純資産合計 13,947,200 13,500,654
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

売上高 6,590,057 6,532,839

売上原価 5,529,300 5,819,193

売上総利益 1,060,756 713,645

販売費及び一般管理費 793,936 675,308

営業利益 266,819 38,336

営業外収益   

受取利息 1,323 1,121

受取配当金 3,530 3,772

負ののれん償却額 － 1,298

その他 20,400 24,005

営業外収益合計 25,254 30,197

営業外費用   

支払利息 71,585 74,759

その他 16,071 7,429

営業外費用合計 87,657 82,189

経常利益又は経常損失（△） 204,416 △13,654

特別利益   

固定資産売却益 207,655 141

特別利益合計 207,655 141

特別損失   

固定資産売却損 987 516

固定資産除却損 － 1,013

投資有価証券売却損 7,868 －

投資有価証券評価損 － 6,616

産業廃棄物処理費用 － 1,384

特別損失合計 8,855 9,530

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

403,216 △23,043

法人税、住民税及び事業税 167,554 5,033

過年度法人税等 18,646 －

法人税等合計 186,200 5,033

少数株主利益 22,384 607

四半期純利益又は四半期純損失（△） 194,630 △28,684
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【第２四半期連結会計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年８月31日) 

売上高 2,916,441 2,995,054

売上原価 2,429,541 2,600,129

売上総利益 486,899 394,925

販売費及び一般管理費 398,726 345,926

営業利益 88,172 48,999

営業外収益   

受取利息 681 238

受取配当金 3,530 3,772

負ののれん償却額 － 649

その他 9,859 6,958

営業外収益合計 14,070 11,618

営業外費用   

支払利息 35,479 36,481

その他 7,840 3,301

営業外費用合計 43,320 39,782

経常利益 58,922 20,834

特別利益   

固定資産売却益 207,655 －

特別利益合計 207,655 －

特別損失   

固定資産売却損 987 －

投資有価証券売却損 7,868 －

投資有価証券評価損 － 6,616

産業廃棄物処理費用 － 1,384

特別損失合計 8,855 8,000

税金等調整前四半期純利益 257,723 12,834

法人税、住民税及び事業税 84,841 6,087

過年度法人税等 18,646 －

法人税等合計 103,488 6,087

少数株主利益又は少数株主損失（△） 16,961 △351

四半期純利益 137,273 7,098
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

403,216 △23,043

減価償却費 255,797 282,461

のれん償却額 1,850 1,850

負ののれん償却額 － △1,298

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,168 △2,318

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9,800 916

受取利息及び受取配当金 △4,853 △4,893

支払利息 71,585 74,759

手形売却損 3,767 4,156

有形固定資産売却損益（△は益） △206,668 375

有形固定資産除却損 － 1,013

投資有価証券売却損益（△は益） 7,868 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 6,616

産業廃棄物処理費用 － 1,384

売上債権の増減額（△は増加） 1,287,958 △314,058

たな卸資産の増減額（△は増加） 413,241 234,426

仕入債務の増減額（△は減少） △1,580,455 550,600

未払消費税等の増減額（△は減少） △72,457 15,072

未収消費税等の増減額（△は増加） － 35,665

その他 11,114 △113,902

小計 584,333 749,780

利息及び配当金の受取額 4,850 4,960

利息の支払額 △73,680 △76,497

法人税等の支払額 △121,202 27,633

営業活動によるキャッシュ・フロー 394,301 705,877

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △167,330 △338,032

有形固定資産の売却による収入 518,034 11,020

投資有価証券の売却による収入 31,230 －

子会社株式の取得による支出 △29,558 －

貸付けによる支出 △6,389 △4,725

貸付金の回収による収入 6,989 7,310

その他の収入 14,913 3,709

その他の支出 △10,153 △21,317

投資活動によるキャッシュ・フロー 357,734 △342,035
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － △6,666

短期借入れによる収入 3,102,844 －

短期借入金の返済による支出 △3,324,000 －

リース債務の返済による支出 △280 △40,310

セール・アンド・リースバックによる収入 － 149,563

長期借入れによる収入 1,450,000 900,000

長期借入金の返済による支出 △1,156,584 △975,650

自己株式の取得による支出 △56 △164

配当金の支払額 △36,203 △36,694

少数株主への配当金の支払額 △900 △900

その他の収入 240 －

その他の支出 △2,698 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 32,360 △10,822

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 784,396 353,019

現金及び現金同等物の期首残高 1,072,407 1,395,844

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,856,804 1,748,864
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第２四半期連結会計期間（自 平成22年６月１日 至 平成22年８月31日） 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年８月31日） 

 

コンクリー
ト二次製品

事業 

(千円) 

コンクリー
トセグメン
ト事業 

(千円) 

工事事業

(千円) 

その他事業

(千円) 

計 

(千円) 

消去又は 
全社 

(千円) 

連結 

(千円) 

売上高   

(1)外部顧客に対する
売上高 

3,165,091 1,524,061 1,800,984 99,918 6,590,057 － 6,590,057

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

－ － － 13,157 13,157 (13,157) －

計 3,165,091 1,524,061 1,800,984 113,076 6,603,215 (13,157) 6,590,057

営業利益 196,348 89,670 232,834 56,564 575,416 (308,597) 266,819

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品等 

・コンクリート二次製品事業・・・・パイル、建材等のコンクリート二次製品 

・コンクリートセグメント事業・・・・コンクリートセグメント、スチールセグメント 

・工事事業・・・・既製コンクリート杭工事、仮設山留工事、場所打ちコンクリート杭工事 

・その他事業・・・・不動産賃貸業、保険代理業 

３  当第1四半期連結会計期間より、従来、当社及び連結子会社においては、機械装置について、耐用年

数を７～12年としておりましたが、平成20年度の法人税法の改正による法定耐用年数の変更に伴い、６

～９年に変更しております。 

   この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益は「コンクリー

ト二次製品事業」6,186千円、「コンクリートセグメント事業」578千円、｢工事事業｣2,338千円減少し

ております。 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年８月31日）

 

コンクリー
ト二次製品

事業 

(千円) 

コンクリー
トセグメン
ト事業 

(千円) 

工事事業

(千円) 

その他事業

(千円) 

計 

(千円) 

消去又は 
全社 

(千円) 

連結 

(千円) 

売上高   

(1)外部顧客に対する
売上高 

3,412,812 1,212,101 1,811,076 96,848 6,532,839 － 6,532,839

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

－ － － 15,061 15,061 (15,061) －

計 3,412,812 1,212,101 1,811,076 111,910 6,547,900 (15,061) 6,532,839

営業利益 118,208 45,368 60,963 70,812 295,353 (257,016) 38,336

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品等 

・コンクリート二次製品事業・・・・パイル、建材等のコンクリート二次製品 

・コンクリートセグメント事業・・・・コンクリートセグメント、スチールセグメント 

・工事事業・・・・既製コンクリート杭工事、仮設山留工事、場所打ちコンクリート杭工事 

・その他事業・・・・不動産賃貸業、保険代理業 
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【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年８月31日）及び当第２四半期

連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年８月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年８月31日）及び当第２四半期

連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年８月31日） 

本邦以外の国又は地域における海外売上がないため、該当事項はありません。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年８月31日） 

該当事項はありません。 
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